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真城っ子の心を見つめる教育週間 

 ６月９日（火）から６月１５日（月）にかけて、真城っ子の心を見つめる教育週間を実施します。 

今から２０年前の平成１６年６月１日、佐世保市の小学校で６年生の女の子が、同じクラスの友達

に首を切られ命を落とすというとても悲しい事件が起こりました。たった一つの尊いいのちが、消え

てしまったというつらくて悲しい事件をきっかけとして、この心の教育週間が設けられました。 

 ですから、この週間は、いのちについて考える大切な期間であります。 

【事件の概要】 

  2人は、同じクラスの同級生で、かねてから交換ノートを交わしたり、 インターネット上でメール

をやりとりするなどの交流を持っていました。しかし、交換ノートやホームページ上に書いてあった

内容を見ているうちに、自分のことを馬鹿にし、批判しているように感じて立腹し、怒りを募らせた

揚げ句、その仲良しのお友達を殺害しようと決意し、平成１６年６月１日１２時２０分 頃、３階学習

ルーム内において、カッターナイフで頚部等を切りつけ、間もなく、失血多量により死亡させた。 

 

「どういう教育をしたらこんな子に育つのか」       弁護士 JPニュース 5.29 

少年少女が 84歳相手に羽交い絞め“8万円強盗し逮捕…「大人と同じ刑事罰」の可能性も 

 

大阪・守口市の公園で「お金ちょうだい」といった要求を断られたことから、見ず知らずの 84 歳の

女性に対し、羽交い締め、引きずるなどして現金およそ 8万円を奪ったとして、15歳から 17歳の少年

少女 4人が強盗の疑いで今月 12日に逮捕された。 

報道によれば、少年は「遊ぶ金欲しさにおばあちゃんからお金をもらおうとしたが断られたので、4

人で相談して無理やり奪い取ることにした」などと供述しているという。また、現場近くにいた男性が

一度女性を助けたものの、男性がいなくなると 4 人は再び女性に対し暴行を加え

たという。 

加害を行った 4 人は少年法に基づき原則として保護処分となる年齢である。し

かし、高齢者に対する集団的な加害ということもあって、この事件に対しては「よ

くこんな行為が出来るな」「どういう教育をしたらこんな子に育つのか」と保護よ

りも刑罰を求める声が多く上がった。 

 

 子どもたちの人間性や道徳性、規範意識を育む教育は、家庭との連携のもと、年間を通じて行うも

のです。特に、この期間中には、「生命尊重」「自己理解・他者理解」「望ましい人間関係づくり」につ

いて、意図的に学習を進めていきます。 

 ご家庭と足並みを合わせて指導していきたい最低限の事項があります。ご確認ください。 

  ①人の命を大切にする （人の命を傷つけない、人を叩かない、蹴らない） 

  ②人の存在を守る、人権を傷つけない （いじめをしない、罵らない、差別して人を見ない） 

 上記のようなとんでもない事件の当事者にならないように、今教え、理解させておきましょう。将

来の子どもたちの豊かな人生を保証するためにも・・・。 
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    ６月「かしこさ」を育む 

  

６月は、全校あげて「かしこさ」を鍛える指導に取り組んでいます。 

コップ一杯の水を使って考えてみましょう。 

 

国語を学んでいる人は、コップの水を見て感じたことを言葉に表すこ

とができる。「どんな色」「そんな音」「どんな味」、五感で表現して、素敵な詩や短文を作

ることができる。 

算数を学んでいる人は、コップ一杯の水が、何ml あるか測ることができる。倍にしたら

何ml か、計算で求めることができる。世の中の物を、かさや割合、単位を使って表すこと

ができる。 

理科を学んでいる人は、水は透明だけど何もないのではなく、凍ったり、蒸発したりし

て、変化することを知っている。水を様々な生活の場面で活用していく知恵を身に付ける

ことができる。 

社会を学んでいる人は、水がどこから来たのかを知っている。川からダムへ流れ、浄水

場できれいにして、家庭にとどいていること、水が私たちの暮らしに役立っていることに

感謝することができる。 

音楽を学んでいる人は、コップに入れた水の量で音が変わることを知っている。水と一

緒にリズムで遊び、水が不思議な力を持っていることを感じることができる。 

図工を学んでいる人は、光を通した水の輝きを体験している、色水遊びや、造形遊びで、

水と一緒に楽しく遊ぶことができる。 

体育を勉強している人は、コップの水をこぼさないように、運ぶことができる、バラン

ス感覚や集中力を高めることができる。 

道徳を学んでいる人は、のどが渇いた時のいっぱいの水の有難さがわかる。当たり前の

ありがたさや資源の大切さを理解することができる。 

総合的な学習の時間を学んでいる人は、世界には水が足りない地域があることを知って

いる。SDGs に進んで取り組む人へと成長する。 

 

コップ一杯の水で考えてみましたが、私たちが毎日学んでいる勉強は、今の生活や未来

の生き方と深くつながっていると言えます。毎日勉強していることは、知識・技能だけで

なく、物事の考え方、判断の仕方、そして行動の仕方の土台となるものです。ものを学ん

でいない、ものを知らないと、適切な判断、行動がとれない人になってしまします。 

私たちの生活に深くつながっていて、未来のわたしたちの暮らしを作る上で、大切な力

である「かしこさ」を、向上心や耐性（粘り強さ）、自尊感情も合わせて育成を図ります。 

 

買い物の場面で、得をして、損しないように判断するには・・・  

①1000 円の商品 Aが 1割引き、2000 円の商品 Bが 10％オフです。値引きされる金額 

 が大きいのはどちらでしょうか？ 

②1000 円から 500 円引きの商品Ａ、1200 円から 50%オフの商品Ｂ。値引きされる金額 

が大きいのはどちらでしょうか？ 

 

 

■真城小学校ホームページ■ 日々、真城小学校の様子や子どもたちの活動を投稿しています。 要チェック♥ 

 


